
ご案内：医療放射線防護連絡協議会の第２７回「医療放射線の安全利用研究会」

フォーラム開催 

           

医療放射線防護連絡協議会（現在 11 の関連学会・団体が加盟）では、「医療

放射線の不安を考える＊放射線診療に伴う妊婦・胎児の安全管理＊」をテーマ

にフォーラムを開催します。 

放射線診療に伴う患者さんが受ける放射線に対しては、社会的にも高い関心

があります。今回は、放射線と妊娠・妊婦・胎児への放射線影響、安全管理に

関しての誤解や理解不足のために、多くの不安や問題が生じております。これ

らの不安や問題を整理し、患者（家族）さんに安心して必要な放射線診療に受

けていただく方策を検討します。お時間のある会員の皆様また、患者さん、ご

家族などのご参加をお待ちしております。 

 

１．日 時：平成２０年９月１８日（木）10:00～16:00（受付 9:15） 

２．場 所：東京都江戸川区民ホール（タワ－ホ－ル船堀 5 階「小ホ－ル」） 

江戸川区船堀４－１－１（電話：03－5676－2211） 

地下鉄・都営新宿線｢船堀｣駅下車 北口（徒歩１分） 

http://www.towerhall.jp/index.html 

 

司会・進行： 菊地 透 総務理事 
開催挨拶 ： 古賀佑彦 会長 
◆ 教育講演  

教育講演１：妊婦の健康管理＊産婦人科診療ガイドラインの妊娠中の放射線被

ばくを中心に＊   関沢 明彦（昭和大学医学部産婦人科） 

教育講演２：妊婦・胎児および小児期における低線量の放射線影響 

                丹羽 太貫（放射線医学総合研究所） 

（昼食・休憩） 

◆ シンポジウム  

テーマ「医療放射線と妊娠に関する不安・誤解を解決するためには」 

１．医師の立場から＊骨系統疾患に対する胎児ＣＴの有用性＊ 

宮崎 治（国立成育医療センター） 

２．看護の立場から＊患者の不安＊ 

北川 敦子（石川県済生会金沢病院） 

３．技師の立場から＊放射線の取扱に際して＊ 

塚本 篤子（ＮＴＴ関東病院） 

４．マスコミの立場から＊読者からの声＊ 

館林 牧子（読売新聞社） 

 

◆ 総合討論  

話題提供：「医療放射線と妊娠に関するＱ＆Ａ作成に向けて」 



大野和子（京都医療科学大学） 

１６：００ 閉会挨拶 菊地総務理事 

 
◆ 参 加 費： ３千円（講演要旨集代含む）、一般市民は無料（事前申込） 

◆ 申込方法： FAX．または E―メールでお申し込みください。 

◆  申 込 先： 医療放射線防護連絡協議会 事務局 

〒113-8941 東京都文京区本駒込 2-28-45 日本アイソトープ協会内 

Fax：03－5978－6434 電話：03－5978－6433 

         E－mail：jarpm@chive.ocn.ne.jp 
 


